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総説

はじめに

士別周辺には地質学的に興味深い素材が多数存

在しており，理科教育に結びつけた教材化が望ま

れるが，その形成史は複雑であり教材化は容易で

はない。筆者らは士別の地質研究に関する普及活

動（常設展示・特別展示，地質巡検会など）を実

施する中で方法も多様化させ，解説動画の作成，

Webからの情報発信などを行うとともに，教材と
して活用できる情報を継続的に提供し続けること

の重要性を認識し，これまでいくつかの教育資料

を作成・配布してきた（岡本・石井，2012；岡本・
森，2015：岡本，2018；岡本，2022，2023a，2023b，
2023c）。
本論では士別周辺に分布する中生代白亜紀の海

成の地層「エゾ層群」を取り上げた。学校の授業

の参考資料という位置づけであるが，本論を基に

授業で活用しやすい生徒用教育資料の小冊子を作

成し，地域の学校に配布する予定である。なお，

本論は士別市立博物館で 2016年 9月に開催した
エゾ層群をテーマとした特別展示「士別が海だっ

たころ」で作成した資料を一部利用している。

１ エゾ層群の概要

エゾ層群（蝦夷累層群）は北海道中軸部に南北

に分布する地層であり（Fig.1），白亜紀前期～白亜
紀末期に古アジア大陸東側の海底に堆積した地層

と考えられている（例えば，安藤ほか，1994）。主
に泥岩層，砂岩層で構成され，一般に下部エゾ層

群・中部エゾ層群・上部エゾ層群（及び函淵層群）

に分けられている。

エゾ層群は世界的にも注目されている地層であ

るが，その理由はアンモナイトをはじめ多種多様

な化石が産出するためであり，古くから化石に関

する研究が盛んに行われてきた。

クビナガリュウやモササウルス等の海生爬虫類

の化石が中川町，むかわ町，小平町，三笠市等で

発見されており，ハドロサウルス，ノドサウルス，

テリジノサウルス，ティラノサウルス類等の恐竜

の化石もむかわ町，小平町，夕張市，中川町，芦

別市等から発見されている。中でも近年最も大き

な注目を集めたのは，むかわ町穂別で発見された

カムイサウルス（Kamuysaurus Japonicus）の全身
骨格化石である。

Fig.2 エゾ層群堆積時の北海道のテクトニクス

Fig.1 北海道のエゾ層群の分布

エゾ層群は，中生代白

亜紀に「海溝」と，「成長

してきた島弧（礼文-樺

戸帯）」及び「隆起した付

加体（渡島帯）」の間にで

きた「前弧海盆」の堆積

物であり，空知層群の上

に堆積している（Fig.2）。
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近年ではエゾ層群の古地磁気，微量元素，放射

年代等の詳細な調査研究も行われ，欧米地域の白

亜紀の地層との細かな年代対比が可能となってき

ており，ますますその研究の重要性が高まってき

ている（高嶋ほか，2018）。

【課題】北海道各地のエゾ層群から産出した化石

について調べてみよう。

【課題】陸生の恐竜の化石がなぜ海の地層から産

出したのかを考えてみよう。

２ エゾ層群の形成史

エゾ層群が堆積したのは中生代白亜紀の古アジ

ア大陸の東側の海底であった（Fig.3）。始めは深海
底に地層が堆積して下部エゾ層群が形成された。

この下部エゾ層群の砕屑物の供給地は，砂岩の砕

屑物組成等より「渡島帯（ジュラ紀付加体及び白

亜紀後期の貫入花崗岩類）」が推定されており，渡

島帯が隆起して陸弧として成長したためとされる

（君波ほか，1992：高嶋ほか，2001）。
その後の中部エゾ層群の形成では，大陸と海溝

の間に形成され始めた新しい火山性の「島弧」で

ている（高嶋ほか，2001）。礼文－樺戸帯の島弧は
始め海底にあったが，次第に発達して海上に顔を

Fig.3 エゾ層群の堆積区

出す海洋島（火山列）となり，その前面の海底（前

弧海盆）に砕屑物を供給していた（Fig.4）。また，
西方の古アジア大陸からの砕屑物もその島弧を越

えて東側海底に堆積したと考えられている（君波

ほか，1992；Girard et al,1991）。なお，「島弧」とは，
プレートの沈み込みに伴って弧状に発生する火成

活動によってつくられる火山列のことで，現在の

日本列島は発達した島弧である。

このように，エゾ層群は深海から浅海の環境に

変化していった歴史を持っており，浅海への環境

変化は海洋の生物環境を豊かにし，大型の生物の

生息が可能となった。多くの大型化石が上部エゾ

層群の地層から産出するのはそのためである。以

下，士別市周辺に観察されるエゾ層群について述

べる。

【課題】現在の西太平洋にある島弧を GoogleMap
などで探してみよう。

３ 士別のエゾ層群の分布

士別周辺地域では，西方には中生代の陸源性砕

屑物より成る海成堆積物であるエゾ層群が分布し，

東方には深海底堆積物の付加体である日高累層群

が分布している。また，メランジュ，高圧変成岩，

オフィオライトといったプレートの境界にのみ存

在する特殊な地質体が存在することなどから，当

時士別市は西方に大陸が存在するような海溝付近

の海洋底であったことが推測される。

前述の通りエゾ層群は，白亜紀の古アジア大陸

の東側の前弧海盆に堆積した地層であり，エゾ層

群堆積区の東端は海溝よりも西側ということにな

る。この海溝が現在の士別市中心部の位置にあっ

たと考えられる。一方，士別市の東側の地域は海

溝より外洋側の深海底（大洋底）環境であり，そ

こで堆積していた地層はエゾ層群とは別の地質体

Fig.4 エゾ層群の堆積場「前弧海盆」
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（日高累層群）であり，海洋プレートの移動によ

り形成された「付加体」である。

【課題】西側に陸源性の地層があり，東側に深海

底の地層がある士別の古環境を，現在の海底

の地図を見て考えてみよう。

４ 士別の下部エゾ層群

士別周辺の下部エゾ層群は主に地域南西部に分

布しており，砂岩層と泥岩層より成るタービダイ

トを主としている（Fig.5）。タービダイトとは，海
底土石流によって形成される深海底堆積物のこと

であり，泥岩層と砂岩層の互層であることが多い。

犬牛別川上流域の温根別ダム南方においては，

幌加内オフィオライト最上部の空知層群の緑色凝

灰質泥岩層の上に下部エゾ層群の地層が堆積して

おり（Fig.6），整合漸移関係にあるとされている
（君波ほか，1992）。空知層群最上部のチャート層
中の放散虫化石から前期白亜紀のバランギニアン

後期～バレミアン（1億 3000万年前頃）の年代が
得られており，空知層群から下部エゾ層群への転

換の時期はその時期に起きたと考えられている

（君波ほか，1992）。

Fig.5 犬牛別川の下部エゾ層群の砂岩泥岩互層

Fig.6 空知層群最上部の緑色凝灰岩層

全道各地で観察されるエゾ層群ではあるが，そ

の最下部を容易に観察できる場所はそう多くはな

く，犬牛別川周辺の下部エゾ層群の露頭は非常に

貴重な露頭である。

５ 士別の中部エゾ層群

当地域の中部エゾ層群は北西部から南西部にか

けて広く分布している。温根別市街地南方には２

カ所の砂岩の採石場の露頭があり，観察が容易で

ある。ここでは，中部エゾ層群の砂岩を主とした

地層（温根別層）が観察される（Fig.7）。ここでは
白色の凝灰質砂岩層も観察され，大陸や島弧で発

生する流紋岩質や安山岩質のマグマに由来する火

山灰であることを示している。また，温根別のシ

ュルクタウシベツ川上流の中線溜池周辺では礫岩

層も観察される。

(1) 温根別の砂岩採石場の露頭
Fig.8は，温根別市街地南方の採石場の砂岩の薄
片写真であり，石英と長石が多く認められる珪長

質砂岩である。源岩として想定される珪長質火成

岩として花崗岩，流紋岩，安山岩等があるが，こ

れらの岩石は現在の海底の岩盤や海洋の火山には

Fig.7 温根別市街地南方の中部エゾ層群

Fig.8 士別市温根別の砂岩の薄片
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見られない岩石である。花崗岩や流紋岩は大陸や

島弧にできる岩石であり，この砂岩は大陸や島弧

などを起源としていることを示している。

Fig.9は採石場の砂岩の中に異種の砂岩がパイ
プ状に入り込んでいるもので，海底の砂に穴を掘

って生活していた生物の生痕（サンドパイプ）で

ある。砂岩層や泥岩層には生物が海底をはい回っ

た跡や足跡等，古生物の生活痕が地層中に残され

ているものがあり，これを「生痕化石」という。

砂岩に孔をあけた生物種は不明であるが，比較的

大きめの生物が海底の砂に孔をあけて棲んでいた

環境であったことがわかる。

【課題】海底の砂に孔をあけて生活している生物

を調べてみよう。

(2) 士別市温根別中線溜池の礫岩層
温根別のシュルクタウシベツ川上流の中線溜池

付近では，層厚約 130mに渡り中部エゾ層群の礫
岩層が観察され，下部エゾ層群の砂岩泥岩互層を

覆っている。過去の研究では不整合関係が報告さ

れているが（橋本ほか，1965など），露頭の観察で
は下位層との傾斜角に差異はなく，明瞭な不整合

は認められなかった（Fig.10）。
主として1～3m程度の厚さの礫岩層と砂岩層の
積み重なりで泥岩層はわずかである。礫質部は礫

支持（clast-supported）の円礫であり中礫が主体で
あるが，人頭大～細礫まで様々なものがある。露

頭内での粒径の側方変化はほとんど認められず，

地層は側方に連続している。単層内での礫の粒径

は上方ほど小さくなり，砂に遷移していく様子が

観察され，水中で地層が形成される場合に特徴的

に見られる「上方細粒化」という堆積構造である。

Fig.9 温根別の中部エゾ層群砂岩のサンドパイプ

礫はすべて円礫であり河川から海底に流れ込んだ

ものと思われる。礫種構成の定量的調査は行って

いないが，流紋岩，安山岩，閃緑岩，珪長質岩等

が多く，花崗岩，砂岩，緑色岩，チャート，頁岩

なども含まれている。礫径の大きなものは流紋岩

や閃緑岩等の火成岩でありチャートや頁岩等の付

加体起源と思われる礫は礫径が小さい傾向が認め

られる。

これらのことから，中線溜池の礫岩層は海上か

ら突き出た島弧や古期付加体から海底に運び込ま

れた礫により形成された地層と考えられる。多数

含まれる流紋岩の礫は成長した島弧で発生した大

規模な珪長質の火山活動によるもので，それに伴

う土石流堆積物と考えられている（高嶋・西，

1999）。なお，七山（1997）によれば中部エゾ層群
の礫岩層は，後背地のテクトニックな隆起とそれ

によって生じた深海チャネル浸食によるものとさ

れている。

【実習】透明なパイプに水を入れ，砂と礫を同時

に落として上方細粒化を観察しよう。

(3) 剣淵町の刈分川層
剣淵町桜岡付近に「刈分川層」という所属不明

のタービダイト様の砂岩泥岩互層が分布している

（Fig.11）。当層はエゾ層群の分布地域から東方に
離れた位置にあり，周囲には白亜紀の付加体であ

るイドンナップ帯の地質が分布している。黒色頁

岩中の放散虫化石の調査から，形成年代は白亜紀

後期のセノマニアン前期であることが知られてお

り（加藤・岩田，1988），中部エゾ層群と同時代の
地層である。

川村ほか（1999）は，他地域の中部エゾ層群基
底部に大規模な乱雑堆積物が見られ，海底地すべ

Fig.10 中線溜池の礫岩層の下位層との境界部
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り堆積物（スランプ堆積物），石灰岩ブロック，含

礫泥岩などが存在することなどから，白亜紀後期

の広域的な海底斜面の不安定性を論じた。また，

中部エゾ層群分布域の東端の著しい変形構造が示

されるゾーンを「蝦夷累層群“東帯”」として区別

することを提案した。

岡本・平松（1999）及び岡本・森（2015）は，
剣淵の刈分川層にもスランプ堆積物的構造が見ら

れ，付近の含礫泥岩の存在などから，刈分川層は

中部エゾ層群の一部がエゾ海盆から海溝に崩落し

た海溝斜面堆積物である可能性を指摘しており，

道北地方にも「蝦夷東帯」が存在する可能性があ

る。

６ 士別の上部エゾ層群

上部エゾ層群は，エゾ海盆が浅海化する最終ス

テージの堆積物であり，浅い暖かな海の様子を伝

えてくれる古生物化石が多産する。当地域では士

別市北西部の温根別川及びオロウエンベツ川流域

を中心とした地域に分布しており，泥岩を主体と

した地層である。

(1) 士別市のエゾ層群の動物化石
エゾ層群の代表的な化石であるアンモナイトに

ついては道内各地で 500種類以上が報告されてお
り，北海道は世界的なアンモナイト産地といえる

（Fig.12）。
当地域では主に温根別川流域の上部エゾ層群の

泥岩層より様々な古生物化石を産する。また，属

種不明ながら大型動物の骨片化石も発見されてい

る（士別市立博物館所蔵）。

当地域の化石は地層から直接発見されることも

あるが，多くは「コンクリーション（ノジュール）」

の転石中から発見されている。コンクリーション

とは，地層に取り込まれた生物遺骸の珪酸や炭酸

Fig.11 剣淵町刈分川の砂岩泥岩互層

塩等の成分が溶脱して化学的な凝集によって形成

された岩塊のことであり（吉田，2023），一般に内
部に保存良好な化石が残っていることが多い

（Fig.13）。
これまで士別のエゾ層群からの産出が確認され

ている主な動物化石は以下の通りである。

Fig.12 北海道の主なアンモナイト化石産地

Fig.13 コンクリーション（ノジュール）の形成

Eupachydiscus haradai (Jimbo)
Anagaudryceras yokoyamai (Yabe)
Gaudryceras denseplicatum (Jimbo)
Gaudryceras intermedium Yabe
Gaudryceras tenuiliratum Yabe
Damesites sugata (Forbes)
Hauericeras(Gardeniceras)angustum Yabe
Polyptychoceras Yubarense (Yabe)
Inoceramus Japonicus
Jimboiceras Planulatiforme (Jimbo)
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林（1983）は士別地域の上部エゾ層群の堆積し
た地質年代について考察し，Eupachydiscus haradai
や Anagaudryceras yokoyamaiの産出により白亜紀
後期サントニアンが示され，また，Inoceramus
uwajimensisの密集帯が存在するという文献情報
と Eubostrychoceras muramotoi の産出により白亜
紀後期コニアシアン下部が示されるとした。

しかしその後多くの研究により化石層序につい

ての新たな知見が得られ更新され続けている。

Table1は 1995年以降に発表された資料を基に作
成した化石帯表であり，属種が判明している当地

Eubostrychoceras Valdelaxum
Eubostrychoceras Muramotoi Matsumoto
Pachydesmoceras kossmati Matsumoto
Kitchinnites (Neopuzosia) sp.
Inoseramus sp.
Neophylloceras sp.
Tetragonites sp.

域の大形動物化石と生息年代を示したものである。

化石番号１～10はサントニアンを中心とした比
較的新しい時代が示され，11～13はチューロニア
ンを中心としたやや古い時代が示される。

特に重要なのは，利光ほか（1995）の研究にお
いて，それまで上部サントニアンとされていた

Inoceramus Japonicus の年代がカンパニアン最下
部と更新されたことである。また，後述の 2017年
に新種と認定された Eubostrychoceras Valdelaxum
もカンパニアン最下部から産出した化石であると

され（Aiba,D et al,2017），これらの産出により士別
の上部エゾ層群の上限は林（1983）の推定した地
質年代よりも新しいカンパニアンに及ぶことが確

実となった。その他にも Gaudryceras intermedium，
Gaudryceras denseplicatum ， Anagaudryceras
yokoyamaiなど，カンパニアンまで生息していた
化石の産出もこのことを裏付ける。

Pachydesmoceras kossmatiは唯一セノマニアンに
生息していた可能性が示されているが，本種はチ

Table1 士別市で発見された大形動物化石の化石帯表
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ューロニアンの化石帯指標種とされていることや

（利光ほか，1995），Jimboiceras Planulatiformeは
チ ュ ー ロ ニ ア ン を 示 し ， Eubostrychoceras
muramotoi はチューロニアン～コニアシアンを示
すことなどから，士別の上部エゾ層群の下限はチ

ューロニアンと考えるのが妥当である。したがっ

て，士別市温根別地区の上部エゾ層群が堆積した

地質年代はチューロニアン～カンパニアン前期と

考えられる。

【課題】化石を含むコンクリーション（ノジュー

ル）のでき方を調べ，化石が含まれているこ

とが多い理由を考えてみよう。

【実習】アンモナイトのレプリカを作成し，地層

に生物遺骸が取り込まれ，他の物質に置換さ

れて発掘されるまでを再現しよう。

【課題】アンモナイトの生態（食性，寿命，生活

形態など）を調べてみよう。

【課題】アンモナイトの縫合線の役割と，その時

代的形態変化と生活形態の変化の関係を考え

てみよう。

(2) 士別のエゾ層群の植物化石
温根別の採石場の中部エゾ層群の地層は海成で

あるが多くの植物化石の破片が観察され，小さな

石炭も見つかっている。堆積環境が陸から近く，

砕屑物を海底に供給していた火山島に生育してい

た植物の化石と考えられる。

Fig.14は温根別北線において転石中から発見し
た保存良好なイチョウの葉の化石である。母岩に

はアンモナイトも見られ，海底の堆積物であるこ

とを示している。

イチョウ綱の植物は約３億年前（古生代ペルム

Fig.14 士別市温根別のイチョウ化石(博物館展示)

紀前期）に出現し，中生代に最も繁栄した植物で

あるがほとんどが絶滅し，現生のイチョウは１属

１種（Ginkgo biloba）だけであり「生きている化石」
とも言われている。

士別のイチョウ化石は詳細は不明であるが，形

態的には現生種のイチョウと類似する。エゾ層群

からのイチョウ化石の報告はあまり多くなく，非

常に貴重な化石である。

【課題】現生のイチョウの葉と博物館のイチョウ

化石を比較してみよう。

【課題】これまでの本論の説明からエゾ層群の堆

積した環境を考えてみよう。

①砂や礫が珪長質（島弧火成活動の証拠）

②白色の火山灰層（火山の噴火）

③円礫の礫岩層（河川からの流入）

④植物の化石（陸地の存在）

７ 士別市立博物館の展示化石（エゾ層群）

当館では士別周辺地域のエゾ層群から産出した

古生物化石を展示している（Fig.15,16,17）。道内の
主要化石産地の博物館のような見栄えのする展示

物はないが，地域の歴史を学ぶことができるパネ

ルとともに貴重な数々の化石を展示している。

三笠市と羽幌町で発見されていた異常巻きアン

モナイトが 2017年７月に新種として認定され，ユ
ーボストリコセラス・ヴァルデラクサム

（Eubostrychoceras valdelaxum）と命名されたが
（Aiba,D et al,2017），以前より当館に展示されて
いたアンモナイトの化石がその発見種と類似して

いたため三笠市立博物館に鑑定を依頼したところ，

同種であることが判明した（Fig.18）。

Fig.15 士別市立博物館の化石の常設展示
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Fig.16 ①Polyptychoceras Yubarense ②Polyptychoceras sp. ③Yokoyamaoceras sp. ④Tetragonites sp.
⑤Eupachydiscus sp. ⑥Eupachydiscus sp. ⑦Ammonite assemblage ⑧Gaudryceras.sp

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

Fig.17 ⑨Gaudryceras sp. ⑩Inoceramus Japonicus ⑪Gaudryceras sp. ⑫Jimboiceras Planulatiforme
⑬Hauericeras Angustum ⑭Hauericeras sp. ⑮Eubostrychoceras Valdelaxum ⑯Ammonite assemblage

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮ ⑯

珍しい展示物として生痕化石がある（Fig.19）。
地域外の比布町で採取したものであるが，中部エ

ゾ層群の採石場で発見した生痕化石である。砂岩

泥岩互層のタービダイトの泥岩層表面に，生物の

Fig.18 新種であった展示化石

Eubostrychoceras valdelaxum

はい痕らしき構造が見られる。数千万年前の古代

の深海底を動き回っていた生物の痕跡であり，時

を超えて古代生物の生活の様子が伝わってくるよ

うな展示物である。

Fig.19 比布町の生痕化石（博物館展示）
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おわりに

士別市に分布するエゾ層群の解説と教材化につ

いて述べたが，特にエゾ層群が世界的に注目され

る地層であることや，その理由について理解して

いただきたいという思いを持って執筆した。私達

が生活しているこの地域で，遙か昔に現実に起き

た壮大な出来事や古代の生物の生活に想像力をは

たらかせ，地域の素材から科学的に物事を考察す

ることを楽しんでいただきたいと願っている。

なお，化石の鑑定に関して中川町エコミュージ

アムの疋田吉識博士にご協力いただいた。ここに

記して感謝申し上げる。
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［要旨］士別周辺に分布する「エゾ層群」は中生代白亜紀後期の前弧海盆堆積物である。この地層はどの

ようにして形成されたのか，また，この地層から発見された化石から何がわかるのかについて，様々な

地質学的証拠を基にして考察する学習方法を提案する。

また，当地域で発見された化石種の精査により，当地域のエゾ層群が堆積した地質年代は従来考えら

れていた時代よりも新しいカンパニアンに及ぶ可能性が高いことがわかった。

Teaching Materials on the Geology of Shibetsu City Area, Japan - Ezo group edition -

Kiwamu OKAMOTO 1) 3) Tetsuya HOMBE 2) Akihiro ISHII 3)

1) Department of Marine Biology and Sciences , Tokai University

2) Shibetsu City Museum
3) Shibetsu City Museum ( Specially appointed curator )

［Abstract］The "Ezo Group'' distributed around Shibetsu City is a forearc basin deposit from the late Cretaceous
period of the Mesozoic era. We propose a learning method that uses various geological evidence to consider how this
stratum was formed and what we can learn from the fossils found in this stratum.
In addition, a close examination of the fossil species discovered in this area revealed that the depositional age of the

Ezo Group in this area is more likely to extend into the Campanian, which is younger than previously.
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